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東 トル キス タン 東部の 流砂の 中に 大きな 湖水 ロブ • 

ノ ー ルの ある こと は 二 千年 昔の シナ 人に はすで に 知ら 

れ ていて、 その だいたいの 形 や 位置 を 示す 地図が でき 

ていたそう である。 西暦 一七 三 三年に 二人の ョ— ロッ 

パ 人が 独立に 別々 に その 地方の 地図 をシナ から 持ち 

帰った。 ところが マルコ ポロ は 一 二 七三 年に この 湖の 

さばく 

すぐ 南の 砂漠 を 通った はずで あるのに 湖の 事 はなん と 

も 言って いないの がおかし い。 一 七 六 〇 年に シナ 政府 

は 三人の ジェ スュ イト を この 地方へ 視察に 派遣した が 

目 ざす 地方に は 至る ところ 砂漠ば かりで 求む る 湖水 は 

どうしても 見つからなかった。 一八 七 六 I 七 七 年 プル 



を 運んだ 隊商の 通った 道路が 再び 開かれる であろうと 

想像 さるる に 至 つ た。 

以上 は 近着の Geographical l^eview. Oct., 1932. 所 

載の 記事から 抄録した ものである。 

中央アジア では まだ 自然が 人間な どの 存在 を 無視し 

て 勝手 放題に あばれ 回って いる。 そのために 気候 風土 

が 変転して 都市が 砂漠に なったり、 砂漠が 楽園に 変 

わったり する。 地震な ども、 いわゆる 地震国 日本の 地 

震な どと は 比較に ならない ような 大仕掛け のが 時々 

あって、 途方もない 大 断層な どもで きる らしい。 口 

プ • ノ ー ルの 転位で も 事によると 地殻 傾 動が 原因の 一 



すに もど こに 何事が 起こる かそれ はだれ にも わからな 

い。 それ かとい つて 神経衰弱に かかった e 人で ない 限 

り、 いつ 来る かも わからない 「審判の 日」 を 気にして 

その 時の 予算まで を 今日の 計画の 中に 組み込む わけに 

も 行かない。 それで 政治家、 軍人、 実業家、 フ アシス 

ト、 マルキシスト、 テロリスト、 いずれも こんな 不定 

な 未来の 事 は 問題に していない。 それ を 問題に する の 

はた だ 一 部の 科学者と、 それから 古風な 宗教の 信者と 

だけで ある。 いちばん 仲の 悪い はずの 科学者と 信者と 

が ここ だけで 握手して いるの は おもしろい 現象で ある。 

同じ 雑誌に、 米国の ある 飛行家が 近 ごろべ ル— の 山 



中 を 空中から 探険して たくさんの 写真 をと つて 来た 報 

告が 出て いる。 その 中に、 ミス チ 火山の 西北に 当たる 

コル 力 川の 谷で まだ 世界に 紹介され ていない 古い 都巿 

の 廃趾を 発見した ことが 記載され ている。 それが 昔 か 

らの 土人の 都ではなくて アメリカ . スペイン 人の 都で 

あ つたと は 写真で 見た 町の プランから 明瞭 だそう で 

ある。 しかし どうして この 都市が すっかり 荒れ果てた 

死骸に なって しまつ たかは だれに も わからない。 地震 

か、 ペスト か、 それとも ソ ドム、 ゴ モラの ような 神罰 

か、 とにかく、 そんなに 遠く もない 昔に 栄えた 都会が 

はいきょ 

累々 たる 廃噓 となって いて、 そうして、 そういう もの 



の 存在す る こと を だれも 知らない か あるいは 忘れ 果て 

ていたの である。 

ロプ. ノ ー ルの話 や、 この ペル ー の 廃墟の 話な ど を 

読んで いると、 やっぱり まだ この 世界が 広い ものの よ 

うに 思われて 来る ので ある。 

米国 地理学 会で 出版され たぺ ル— の 空中写真 帳 を 見 

ると あの 広い 国が 至る ところた だ 赤裸の 岩山ば かりで 

できて いるのに 驚く。 地図 を 見て いる だけで はこん な 

事実 は 夢にも 想像され ない。 地理 書 をい くら 読んでも 

少なくも これら 写真の 与える 実感 は 味わわれまい。 

一 日 も 早く 「世界 空中写真 帳」 といった ような もの 



が 完成され ると いいと 思う。 それが 完成す ると われ わ 

れの 世界観 は 一変し、 それ はまた われわれの 人生観 社 

会 観に も かなりな 影響を及ぼす であろう。 そうして 在 

来の 哲学な どで は 間に合わない 新しい 天地が 開ける で 

あろうと 夢想され る。 

(昭和 七 年 十二月、 唯物論 研究) 
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